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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第73期

第２四半期累計期間
第74期

第２四半期累計期間
第73期

会計期間
自 平成25年１月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年１月１日
至 平成25年12月31日

売上高 (千円) 16,899,483 17,899,307 35,329,181

経常利益又は経常損失（△） (千円) △243,603 △121,846 52,244

四半期純損失（△）又は当期純利益 (千円) △189,549 △149,921 68,914

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 3,335,500 3,335,500 3,335,500

発行済株式総数 (株) 12,662,100 12,662,100 12,662,100

純資産額 (千円) 5,549,609 5,675,375 5,830,958

総資産額 (千円) 21,296,707 20,541,875 19,895,303

１株当たり四半期純損失金額（△）
又は当期純利益金額

(円) △15.41 △12.19 5.60

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － －

自己資本比率 (％) 26.1 27.6 29.3

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) △869,260 △942,319 △55,748

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) 87,291 93,461 95,154

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) 452,855 586,613 △299,025

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,272,797 4,080,046 4,342,292
 

 

回次
第73期

第２四半期会計期間
第74期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

１株当たり四半期純損失金額（△） (円) △5.78 △19.31
 

(注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結経営指標等については記載しておりませ

ん。　　

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、子会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、特記すべき事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策、金融政策を背景として、輸出産業を中心に

企業収益の改善が見られるものの、４月以降の消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動、人材不足や人件費、

原材料価格の高騰、新興国の経済成長の鈍化等のリスク要因も多く、先行きは依然として不透明な状態が続いてお

ります。

インテリア業界におきましては、重要な指標である新設住宅着工戸数は、平成24年秋口以降今年２月までは連続

して前年を上回って推移しておりましたが、３月以降一転して連続で前年同月比を下回って推移しております。

この様な環境のもとで、当社の売上高は前年同期比5.9％増の17,899百万円、営業損失は66百万円（前年同期は

営業損失199百万円）、経常損失は121百万円（前年同期は経常損失243百万円）、四半期純損失は149百万円（前年

同期は四半期純損失189百万円）となりました。　

セグメント別の業績は以下のとおりであります。

① インテリア事業

壁装材は、６月にホテルや店舗、医療・福祉施設など全てのコントラクト物件へ向けた不燃ビニル壁紙素材

集“ウィル”を発行した他、壁装材見本帳“Ｖ－ウォール”、“ライト”、カーテン見本帳“ファブリックデ

コ”、“サーラ”、床材見本帳“クッションフロア”等を増冊発行し拡販に努め、売上高は前年同期比6.2％増

の15,113百万円となり、セグメント損失は58百万円（前年同期はセグメント損失188百万円）となりました。

② スペースソリューション事業

顧客企業のリニューアル・移転等に対する投資意欲の回復を受け、より細やかなサービスの提供に努め、売

上高は前年同期比4.3％増の2,785百万円となり、セグメント損失は8百万円（前年同期はセグメント損失11百万

円）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前第２四半期累計期間末と比較

して192百万円減少し、4,080百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における営業活動により使用した資金は、前第２四半期累計期間と比較して73百万円増加

し、942百万円となりました。これは主に売上債権の増加、たな卸資産の増加によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における投資活動により得た資金は、前第２四半期累計期間と比較して6百万円増加し、93

百万円となりました。これは主に差入保証金の回収による収入によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における財務活動により得た資金は、前第２四半期累計期間と比較して133百万円増加し、

586百万円となりました。これは主に長期借入による収入が、返済による支出を上回ったことによるものでありま

す。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 41,000,000

計 41,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,662,100 12,662,100
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数1,000株

計 12,662,100 12,662,100 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年４月１日～
平成26年６月30日

－ 12,662,100 － 3,335,500 － 2,362,793
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(6) 【大株主の状況】

  平成26年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

豊田通商株式会社 愛知県名古屋市中村区名駅４丁目９番８号 2,460 19.43

山田俊之 東京都狛江市 1,642 12.96

山田俊子 東京都狛江市 610 4.82

北村宗生 愛知県名古屋市中川区 582 4.59

山田典子 東京都狛江市 504 3.98

山田雅代 東京都狛江市 503 3.97

リリカラ社員持株会 東京都新宿区西新宿７丁目５番20号 466 3.68

大川政治 千葉県松戸市 239 1.88

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 200 1.58

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 198 1.56

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番10号 198 1.56

計 ― 7,605 60.06
 

(注) １　自己株式362千株(発行済株式総数に対する割合2.85％)を保有しておりますが、上記の大株主からは除いて

おります。

２　発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第三位を切捨てて、小数点第二位まで表示しておりま

す。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等)  ― ― ―

議決権制限株式(その他)  ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(保有自己株式）
普通株式

362,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,223,000 12,223 ―

単元未満株式 普通株式 77,100 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 普通株式 12,662,100 ― ―

総株主の議決権  ― 12,223 ―
 

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権１個）

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が50株含まれております。
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② 【自己株式等】

  平成26年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(保有自己株式)
リリカラ株式会社

東京都新宿区西新宿
７丁目５番20号

362,000 － 362,000 2.85

計 ― 362,000 － 362,000 2.85
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成26年４月１日から平成26年

６月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成26年１月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がないため、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成25年12月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,342,292 4,080,046

  受取手形及び売掛金 ※３  6,050,879 6,578,188

  電子記録債権 6,167 367,287

  商品 2,414,330 2,633,051

  その他 ※４  1,604,616 1,575,453

  貸倒引当金 △12,269 △12,032

  流動資産合計 14,406,016 15,221,995

 固定資産   

  有形固定資産 1,732,640 1,705,864

  無形固定資産 252,416 254,528

  投資その他の資産   

   差入保証金 1,932,701 1,862,116

   その他 1,647,609 1,572,185

   貸倒引当金 △76,082 △74,813

   投資その他の資産合計 3,504,229 3,359,487

  固定資産合計 5,489,286 5,319,880

 資産合計 19,895,303 20,541,875

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※３  9,766,385 9,831,773

  短期借入金 739,000 530,000

  1年内償還予定の社債 200,000 240,000

  1年内返済予定の長期借入金 403,288 735,348

  未払法人税等 81,655 41,441

  賞与引当金 95,943 107,504

  その他 811,980 956,675

  流動負債合計 12,098,251 12,442,743

 固定負債   

  社債 450,000 510,000

  長期借入金 666,250 1,097,973

  退職給付引当金 384,321 376,354

  資産除去債務 57,111 57,655

  その他 408,410 381,774

  固定負債合計 1,966,093 2,423,757

 負債合計 14,064,344 14,866,500
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成25年12月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,335,500 3,335,500

  資本剰余金 2,362,793 2,362,793

  利益剰余金 68,914 △81,006

  自己株式 △59,521 △59,699

  株主資本合計 5,707,686 5,557,586

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 123,272 117,788

  評価・換算差額等合計 123,272 117,788

 純資産合計 5,830,958 5,675,375

負債純資産合計 19,895,303 20,541,875
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 16,899,483 17,899,307

売上原価 12,826,961 13,569,084

売上総利益 4,072,521 4,330,222

販売費及び一般管理費 ※１  4,272,095 ※１  4,396,627

営業損失（△） △199,573 △66,404

営業外収益   

 受取利息 3,075 2,313

 受取配当金 2,972 3,745

 不動産賃貸料 20,307 20,949

 その他 8,946 8,019

 営業外収益合計 35,302 35,028

営業外費用   

 支払利息 26,711 24,936

 手形売却損 26,966 26,281

 電子記録債権売却損 - 3,486

 不動産賃貸費用 18,987 18,800

 その他 6,666 16,965

 営業外費用合計 79,331 90,470

経常損失（△） △243,603 △121,846

特別利益   

 投資有価証券売却益 81,306 -

 特別利益合計 81,306 -

税引前四半期純損失（△） △162,296 △121,846

法人税、住民税及び事業税 27,253 28,075

四半期純損失（△） △189,549 △149,921
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純損失（△） △162,296 △121,846

 減価償却費 43,977 49,857

 ソフトウエア償却費 33,976 41,469

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 11,197 △1,505

 賞与引当金の増減額（△は減少） △3,512 11,561

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △7,404 △7,966

 受取利息及び受取配当金 △6,047 △6,058

 支払利息 26,711 24,936

 投資有価証券売却益 △81,306 -

 売上債権の増減額（△は増加） △1,024,198 △888,429

 たな卸資産の増減額（△は増加） △480,065 △206,490

 未収入金の増減額（△は増加） 8,275 △71,022

 
長期前払見本帳費及び見本帳製作仮勘定の増減
額 （△は増加）

△222,844 102,878

 破産更生債権等の増減額（△は増加） △6,413 1,293

 仕入債務の増減額（△は減少） 701,407 65,388

 未払金の増減額（△は減少） △71,557 130,380

 未払消費税等の増減額（△は減少） △29,314 △28,094

 固定資産購入等支払手形の増減額（△は減少） 469,225 △9,026

 その他 7,405 56,346

 小計 △792,786 △856,327

 利息及び配当金の受取額 7,561 7,600

 利息の支払額 △28,417 △27,858

 法人税等の支払額 △55,618 △65,733

 営業活動によるキャッシュ・フロー △869,260 △942,319

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △39,711 △8,421

 無形固定資産の取得による支出 △990 △4,518

 投資有価証券の取得による支出 △27,290 △4,984

 投資有価証券の売却による収入 93,187 400

 貸付金の回収による収入 6,600 45,550

 差入保証金の差入による支出 △5,601 △4,965

 差入保証金の回収による収入 75,760 75,551

 保険積立金の積立による支出 △13,382 △3,382

 その他 △1,281 △1,769

 投資活動によるキャッシュ・フロー 87,291 93,461
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           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 1,400,000 540,000

 短期借入金の返済による支出 △490,800 △749,000

 長期借入れによる収入 100,000 1,050,000

 長期借入金の返済による支出 △404,772 △286,217

 社債の発行による収入 - 196,493

 社債の償還による支出 △100,000 △100,000

 リース債務の返済による支出 △51,397 △64,475

 長期未払金の返済による支出 △62 -

 自己株式の取得による支出 △98 △177

 配当金の支払額 △14 △9

 財務活動によるキャッシュ・フロー 452,855 586,613

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △329,113 △262,245

現金及び現金同等物の期首残高 4,601,910 4,342,292

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,272,797 4,080,046
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

１　保証債務

 
前事業年度

(平成25年12月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年６月30日)

 

従業員17名の銀行からの借入債務
に対して債務保証を行っており、
保証債務残高は9,710千円であり
ます。

従業員18名の銀行からの借入債務
に対して債務保証を行っており、
保証債務残高は11,146千円であり
ます。

 

 

２　受取手形割引高

 
前事業年度

(平成25年12月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年６月30日)

 2,251,398千円 931,633千円
 

（注）うち、電子記録債権割引高

 
前事業年度

(平成25年12月31日)
当第２四半期会計期間
（平成26年６月30日）

 514,109千円 513,481千円
 

 
※３ 金融機関休業日満期手形

 
前事業年度

(平成25年12月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年６月30日)

受取手形 58,807千円 －千円

支払手形 19,238千円 －千円

受取手形割引高 93,685千円 －千円
 

 

※４　損失が見込まれる工事契約に係る仕掛品は、これに対応する工事損失引当金を相殺表示しております。

 
前事業年度

(平成25年12月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年６月30日)

相殺表示した仕掛品に対応する工
事損失引当金の額

1,456千円 －千円
 

 
(四半期損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主なもの

 
前第２四半期累計期間

(自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年１月１日
至　平成26年６月30日)

貸倒引当金繰入額 18,355千円 －千円

給料及び手当 1,107,182千円 1,093,121千円

賞与引当金繰入額 69,086千円 104,823千円

退職給付費用 55,852千円 56,043千円
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間

(自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年１月１日
至　平成26年６月30日)

現金及び預金勘定 4,272,797千円 4,080,046千円

現金及び現金同等物 4,272,797千円 4,080,046千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年６月30日)

１　配当金支払額

該当事項はありません。

 

２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

平成25年３月28日開催の定時株主総会における決議に基づき、資本準備金を255,067千円取り崩し、その他資本剰

余金に振り替えいたしました。また、その他資本剰余金409,971千円、利益準備金188,000千円及び別途積立金

495,000千円により、繰越利益剰余金の欠損填補を行なっております。

この結果、資本剰余金が409,971千円減少し、利益剰余金が同額増加しております。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日)

１　配当金支払額

該当事項はありません。

 

２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期損益計算書

計上額
(注)インテリア事業 オフィス事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 14,228,269 2,671,213 16,899,483 － 16,899,483

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － － －

計 14,228,269 2,671,213 16,899,483 － 16,899,483

セグメント損失（△） △188,366 △11,207 △199,573 － △199,573
 

(注)　セグメント損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期損益計算書

計上額
(注)インテリア事業

スペースソリュー
ション事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 15,113,549 2,785,757 17,899,307 － 17,899,307

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － － －

計 15,113,549 2,785,757 17,899,307 － 17,899,307

セグメント損失（△） △58,313 △8,091 △66,404 － △66,404
 

(注) １ セグメント損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

２　「スペースソリューション事業」は平成26年１月１日付けで、名称を「オフィス事業」より変更しておりま

す。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年１月１日
 至　平成25年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年１月１日
 至　平成26年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額 15円41銭 12円19銭

（算定上の基礎）   

　四半期純損失金額（千円） 189,549 149,921

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 189,549 149,921

　普通株式の期中平均株式数の種類別内訳（株） 12,304,366 12,300,559
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月６日

リリカラ株式会社

取締役会  御中

有限責任監査法人 ト　ー　マ　ツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   久　　保　　伸　　介   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   阪　　田　　大　　門   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリリカラ株

式会社の平成２６年１月１日から平成２６年１２月３１日までの第７４期事業年度の第２四半期会計期間（平成２６年

４月１日から平成２６年６月３０日まで）及び第２四半期累計期間（平成２６年１月１日から平成２６年６月３０日ま

で）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、リリカラ株式会社の平成２６年６月３０日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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